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こ
の
た
び
六
月
二
十
一
日
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
土
地
改
良
建
設
協
会
の
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
押
味
至
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
土
地
改
良
建
設
協
会
は
こ
れ
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
「
品
確

法
」
の
趣
旨
の
徹
底
、
な
ら
び
に
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
、
会
員
の
抱
え

る
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
課
題
解
決
型
の
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
の
協
会
設
立
五
〇
周
年
を
契
機
に
、
大
学
生
が
、
官
庁
、

民
間
を
問
わ
ず
、
土
地
改
良
と
建
設
部
門
を
目
指
し
て
く
れ
る
よ
う
、
現
場
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
卒
業
研
究
へ
の
支
援
や
、
L
I
N
E
を
通
じ
た
リ
ク
ル
ー

ト
情
報
の
提
供
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

宮
本
会
長
時
代
に
、
会
員
数
が
三
八
社
か
ら
四
五
社
へ
と
増
加
し
、
大
き
な

発
展
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
当
協
会
の
取
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
後
任
会
長
と
し
て
、
こ
う
し
た
活
動
を
し
っ
か
り
引

き
継
ぐ
と
と
も
に
、
I
C
T
施
工
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
新
た
な
要
請
に

も
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
覚
悟
で
お
り
ま
す
。
会
員
各
位
の

ご
協
力
の
も
と
、
当
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
の
令
和
三
年
度
予
算
を
見
ま
す
と
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
の
初
年
度
分
と
し
て
、
令
和
二
年
度
補
正
予
算

を
加
え
、
五
兆
円
余
の
公
共
事
業
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
り
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
風
水
害
や
、
切
迫
す
る
地
震
災
害
に
屈

し
な
い
強
靱
な
国
土
づ
く
り
の
た
め
、
防
災
・
減
災
が
主
流
と
な
る
安
全
・
安

心
な
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
中
央
省
庁
の
み
な
ら
ず
、
他
の
公
共
機
関
か

ら
民
間
ま
で
、
国
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

流
域
治
水
の
一
翼
を
担
う
農
林
水
産
省
に
お
い
て
も
、
利
水
施
設
の
運
用
に

よ
り
洪
水
リ
ス
ク
の
低
減
に
寄
与
す
る
よ
う
な
取
組
み
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
三
月
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
新
土
地
改
良
長
期
計
画
で
は
、

今
後
五
年
間
に
約
三
七
、〇
〇
〇
箇
所
の
防
災
重
点
た
め
池
の
対
策
に
着
手
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
施
策
を
集
中
的
に
行
う
た
め
に
は
、
予
算
だ
け
で
な
く
、
技
術
者

の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
い
ま
、
発
注
者
に
お
い
て
も
、
受
注
者

に
お
い
て
も
、
技
術
者
不
足
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
も
必
要
な
事
業
を
進
め
て
い
く
に
は
、
多
く
の
人
員
と
時
間
を
要
し
て

い
る
契
約
手
続
き
を
改
善
し
、
技
術
者
が
事
業
の
推
進
に
注
力
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
が
力
を
合
わ
せ
て
模
索
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
協
力
体
制
の
窓
口
と
し
て
、
土
地
改
良
建
設
協
会
が

果
た
す
べ
き
役
割
に
は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
農
業
が
抱
え
る
最
大
の
問
題
は
担
い
手
の
減
少
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

様
々
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
担
い
手
な
し
に
農
業
の

発
展
は
望
め
ま
せ
ん
。
同
様
に
、
建
設
業
界
も
担
い
手
な
く
し
て
発
展
は
あ
り

ま
せ
ん
。
若
者
に
建
設
部
門
を
目
指
し
て
も
ら
う
に
は
、
技
術
者
が
本
来
の
技

術
者
ら
し
い
仕
事
に
従
事
し
、
も
の
づ
く
り
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う
な

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
確
立
と
週
休
二
日
制
に
よ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
変
革
を
実
現
し
、
理
想
と
す
る
状
況
に
一
歩

で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
当
協
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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秋田県仙北平野の散居村

仙北平野は、秋田県の南東部に位置する横手盆地の
北部に位置し、国内有数の穀倉地帯であきたこまち
の主産地の1つです。奥羽山脈から西流する川沿い
の扇状地帯の特徴からいたる所に多くの湧水が湧き、
古くから地域の人々はこの湧水を農業用水や生活用
水として利用してきました。
美しい散居村で、水田であることを忘れると、欧州
の農村風景のようにも見えます。
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「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
十
年
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残
さ
れ
た
課
題
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寄
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て

 

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
次
長　

安
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伸
治

25

岩
手
に
お
け
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東
日
本
大
震
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復
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課
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30

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
十
年
、
残
さ
れ
た
課
題
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部
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村
整
備
担
当
次
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東
日
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大
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災
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日
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年
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台
東
土
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35

東
日
本
大
震
災
の
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旧
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東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
こ
れ
か
ら
の
土
地
改
良
を
考
え
る
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41

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
第
二
期
復
興
・
再
生
に
向
け
て

〜
復
興
の
取
組
・
進
捗
と
今
後
の
展
開
〜

 

前
復
興
庁
統
括
官
付
参
事
官　

野
原　

弘
彦

44
高
放
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線
下
の
中
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工
事
を
進
め
る
た
め
に
準
備
す
べ
き
こ
と
や
課
題
に
つ
い
て

 

安
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間　

高
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真
一
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岡
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〜
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て
〜
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史
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文
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々
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61
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熊
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洋

67
女
性
リ
レ
ー
ト
ー
ク

現
場
と
私 

み
ら
い
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滝
野
澤
朱
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69
新
連
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た
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1
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協
働
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高
齢
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村
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〝
愛
す
べ
き
小
さ
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舎
〞
か
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小
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た
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り　

第
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問 
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学
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く
ま
の
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加
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麻
紀
子

73
土
地
改
良
切
り
語
り　

第
29
回

持
続
可
能
な
開
発
と
土
地
改
良 

総
合
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム　

元
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昭
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76
協
会
報
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新
・
担
い
手
三
法
の
趣
旨
徹
底
に
向
け
て
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ィ
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ル
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調
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学
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支
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111
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技
術
Ｐ
Ｒ

簡
易
か
つ
効
果
的
な
パ
イ
プ
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
紹
介

 

み
ら
い
建
設
工
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青
木　
　

駿

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
横
移
動
工
法「
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
」の
ご
紹
介
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四
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仲　
　

徹
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ポ
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奥
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渡
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知
成
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く
ろ
す
お
ー
ば
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